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淡海ネットワークセンターは､県内の市民活動､ＮＰＯをサポート・ネットワークしていますｃ
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ネットストー

シリーズ～ＮＰＯへの素朴な疑問～＜第１回＞

｢市民｣っていったい誰のこと!！
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市民＆企業＆行政ネット

め・と･て。とねっと
財団法人びわぎん緑と水の基金

『近畿の水がめ琵琶湖を守り」『森を育む」
住民活動をサポート。
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ＮＰＯを運営するための

『お金』
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淡海ネットワークセ
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私たちがんばってます!ＮＰＯ
⑧てまりの会

■

〆-へ／嬬嘉
追委イな資を
わ託べい金受
れ関ンし腰ち係卜

にも
やのの

は
っ対準
て応備
にや一

④特定非営利活動法人｢しみんふくしの家八日市」

④近江町オオムラサキを守る会

ど
う
い
う
こ
と
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そ
れ
で
本
来
の
活
動
が

で
き
な
い
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じ
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何
の
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わ
か
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も
の
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シリーズ～ＮＰＯへの素朴な疑問～

■■

＝

第１回Ｉ市民』っていったい誰のこと

■

って

１

⑨

岐近は、市民活動という言葉も一般的に使われるようになり、市民活動に

関わる者にとっては喜ばしい限りだ。でも、市脆活動の「市民」っていっ

たい誰のことだろう。市民活動に関わる者の間では「市民」という言葉に

ついての議論はあまりない。「市民」という言葉がすでにすり込みされて

いるのか、あるいは、いまさら「市民」って何だと聞けないという日本人

らしい奥ゆかしさがあるのかは知らないが。

｢市民」とはそもそも何なのか。n本で使うのは、大津市、草津市など、

｢市」に住んでいる「住民」のことを言う場合が多い。しかし、市民活動、

市民社会などと使う場合の「市民」は、これとちょっと述った意味になる。

一般的には、広く所属や立場を離れて個人としての''1111意思で発言し行動

する人々であると言われる。ちょっと難しい言い方になったが、市民活動

をしている方なら、まさに自分のことだと納得する人も多いのでは。今川

忠さん（市民社会研究所）によると、もう一歩踏み込んで、政沿的社会的

権利義務を持った「人民」が「市民」であると言う。アメリカ合衆圃窓法

やフランス人権宣言には、しっかり「市民」としての権利と義務が脳われ

ているらしい◎

それでは、ｎ本に「市民」は存在するのだろうか？椛利我務を持つとい

うことは、なんかやっかいさを背負い込む感じがする。「市民」というか

らには、「市民」として市民社会を築き上げるための11本社会を変龍して

いく心櫛えと覚悟が必要なようだ。ここまで襟くと、引いてしまう人もい

るかもしれないが。

市民活動家にとって、佐伯啓思さんの「市民とは誰か」（PHP新普、１９９７

年）を読んでみて、自分の立場を振り返ってみるのもいいかもしれない。

(市民熱人）
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参考文献ＮＰＯ研究の課題と展望2000（塩濯修平／山内直人編、日本評論社、2000年）



竜王のサクラを植えよう会の事業助成｡

おうみネットのん〃 ﾉﾚと彦裂
Ｉ

卜

境保全８８件、自主事

業９件の合計２７３件

で助成総額は7千4百

万円にのぼりました。

そもそも、『環境こだ

わり銀行』としての

社会貢献活動の始ま

りは昭和４８年に遡り

の助成事業を行っています。びわこ水事務局長の徳永博史さん

源の森林づくり事業や空き缶回収をした子ども達に苗木を植えても

らう環境学習など、昨年度までの助成実績は緑化事業176件、水環

緑と水に囲まれた滋賀県の豊かな環

境を守り、よりよい環境を未来に繋ご

うと平成4年、びわこ銀行は創立50周

年を記念して、『財団法人びわぎん緑と

水の基金』を設立。自治会の緑化活動、

ヨシ刈りなどの水環境保全活動や小中

学生の環境学習活動に対し、－件あた

り上限３０万円（総額の4.分の３以内）

）
、
４とねっ 市民＆企業＆行政ねっと

｢近畿の水がめ琵琶湖を守り」
｢森を育む」住民活動をサポート。 財団法人びわぎん緑と水の墓金

次回は

林田久充さんです。

ます。昭和５０年には『緑の森

づくり運動ｊを提唱。毎年、春

と秋に苗木を学校や福祉施設、

市町村に寄贈し今年で２６年目

を迎えます。これまでに贈った

苗木はなんと１０万５千本

も・・・・一方で、社内から森

びわぎん社員も参加した別所国有林の記念植樹、

言竜や～も
会

Ｉ

おうみネットのん〃ルヵ
｛．

水にこだわりつづけて

林ボランティアを募り、各地で実施される森林保全活動に積極的に

参加、毎年多くの森林ボランティアが活躍しています。「実際に山

に入って下草刈りをし、苗木を植えてかく汗は大変に気持ちが良い

ものです。苗木の成長が楽しみと、何度も参加してくれる行員もい

るほどです｡」自らも森林ボランティアが楽しみと語る事務局長の

徳永さん。行員のボランティア活動を支援するために、びわぎんボ

ランティア活動支援委員会を設置し、特別休暇を付与したり、ボラ

ンティア活動の情報を提供しています。

｢環境にやさしい企業」をキーワードに今年１月には第二地方銀行と

しては初のlSO14001の認証を取得。環境こだわり銀行として自

然との共生、地域との共生を目指して２１世紀の滋賀の環境保全活

動をサポートします。

画

こ
だ
わ
っ
て
い
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
、
僕
の
活
動
は
い
つ
も
「
水
」
に

関
係
し
て
い
る
。
若
い
連
中
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
ボ
ー
ト
を
作
り
、
琵
琶
湖
を
縦
漕
し
た
こ
と

も
あ
る
し
、
町
内
の
お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
で
手
作

り
ヨ
ッ
ト
に
挑
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
阪
神
大
震

災
で
は
「
二
週
と
名
乗
っ
て
活
動
し
て
い
た
。

配
年
に
始
め
た
自
治
体
の
政
策
研
究
会
は
、

「
山
水
会
」
と
言
い
、
水
辺
環
境
の
開
放
が
最

初
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
山
水
会
」
は

第
三
水
曜
日
に
勉
強
会
を
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
す
る
の
で
本
当
は
「
三
水
会
」
だ
。
仮
名
で

書
く
と
、
ミ
ミ
ズ
。
か
な
り
の
こ
じ
つ
け
だ
が
、

今
は
、
ミ
ミ
ズ
を
育
て
て
い
る
。
生
ゴ
ミ
リ
サ

イ
ク
ル
を
仕
事
と
趣
味
の
両
方
で
や
っ
て
い

る
。
仲
間
３
人
で
「
み
み
ず
ク
ラ
ブ
」
を
設
立

し
た
の
で
、
ミ
ミ
ズ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
な
絵
本
も
企
画
中
だ
。
次
は
、
心
が

水
も
滴
る
よ
う
な
イ
イ
男
、
林
田
久
充
さ
ん
よ

ろ
し
く
。

震災ボランティアー滴寺田智次

m淫駕瑞購謡蕊2.0．肺tp:"wwwわiwakobankcojp，

盤
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補
助
金
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滋
賀
県
内
に
は
、
吃
の
青
年
会
議
所
が
あ
り
ま
す
。

名
会
議
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
社
団
法
人
格
を
持
ち
、
個

人
会
員
の
会
費
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
会
議
所
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
滋
賀
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
自
体
も
、
各
会
議
所
か
ら
拠
出
さ
れ

る
会
費
を
主
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
費
中
心
の
た
め
、
毎
年
、
安
定
的
に
資
金
が
確
保

さ
れ
る
反
面
、
会
員
確
保
が
団
体
運
営
の
根
幹
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

会
員
と
い
っ
て
も
、
一
緒
に
活
動
す
る
人
、
会
を

支
え
て
く
れ
る
人
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
い
う
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
合
い
が
あ
り
、
当
然
、
会
費

も
同
じ
よ
う
に
多
く
の
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ー

で、 ＯＰＨＣＳ
会

■ ‐

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
運
営
す
る
た
め
の

萱 Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
と
く
に
市
民
団
体
）
が
継
続
的
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
運
営
資
源
（
人
・
も
の
・
金
・
情
報
）
は
、
企
業
と
同
じ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
明
日
を
左
右
す

る
重
要
課
題
で
す
が
、
非
営
利
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
状
況
で
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
も
特
に
関
心
の
高
い
「
お
金
」
を
特
集
し
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
収
益
性
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、
や
や
も
す

れ
ば
す
べ
て
持
ち
出
し
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
そ
れ
を
補
う
多
而
的
な
資
金
づ
く
り
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
資
金
と
し
て
一
般
的
に
は
、
会
費
収
入
、
補
助
金
・
助
成
金
収
入
、
委
託
金
収
入
、
事
業
収
入
、
寄
付
金
収
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
短
所
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
と
り
ま
く
資
金
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
の
「
お
金
」
と
は
何
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｌ型

県
で
は
、
２
０
０
１
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
や
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
既
存
施
設
を

改
修
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
施
設
改
修
、
初
年

度
設
備
の
う
ち
、
そ
の
２
分
の
１
を
県
、
４
分
の
１

を
市
町
村
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ふ
れ

あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
場
合
、
補
助
墓
準
額
が

８
０
０
万
円
な
の
で
、
最
大
６
０
０
万
円
の
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
２
０
０
万
円
の
自
己
資
金
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ｒ，

助
成
財
団
の
助
成
金
は
助
成
の
趣
旨
や
目
的
を
理

③

助
成
金

蒲
生
野
考
現
倶
楽
部
は
、
１
９
９
１
年
に
ト
ヨ
タ

財
団
か
ら
市
民
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
助
成
を
受
け
、
蒲

生
野
に
お
け
る
身
近
な
水
と
生
活
文
化
の
調
査
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
水
環
境
の
自
然
・

社
会
・
文
化
的
な
意
味
を
探
り
、
水
辺
の
遊
び
や
生

活
の
復
元
を
試
み
な
が
ら
、
水
環
境
の
再
生
が
模
索

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
活
動
の
成
果

面可解
し
て
申

を
と
り
ま

団
か
ら
市
と
め
る
た
め
、
帥
年
に
は
再
び
ト
ヨ
タ
財

民
活
動
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

■

請
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
心

ｰ＝ゆ
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／ 、
ＮＰＯはミッション（使命、

目的）志向の団体だと言われ

ます。「金」に走りすぎると、

組織本来の使命を失う恐れも

あります。しかし、運営して

いく上での経費はどうしても

必要です。補助金には人件費

や管理費を対象にならないも

のが多いし、委託ばかりだと

何のための活動かということ

にもなります。「なんのために

活動をしているのか」という

活動の原点に立ち帰り、自分

の団体にあった資金のあり方

を自ら考えていく必要がある

と思います。

この機会に一度、自分の団

体の資金のことを考えてみま

せんか？

、 ノ

＝,f葛

℃、２
０
０
０
年
８
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
さ
れ
た
ブ
ラ

ー
ム
ス
ホ
ー
ル
協
会
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中
心

と
す
る
芸
術
家
の
育
成
や
芸
術
文
化
の
活
性
化
の
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
県
文
化
振
興

課
（
現
県
民
文
化
課
）
か
ら
「
湖
国
新
世
紀
記
念
曲

制
作
事
業
」
を
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
委
託
内
容
は
、

記
念
曲
の
作
曲
と
湖
国
創
世
紀
記
念
事
業
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
公
演
で
す
。

委
託
は
、
人
件
費
や
事
務
費
を
経
費
に
含
め
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
大
き
な
期
待
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
成
果
物
が
発
注
者
側
に
帰
属
す
る

と
か
、
事
業
完
了
後
し
か
お
金
が
入
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
多
い
の
で
つ
な
ぎ
資
金
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

委

託

Ｌ』

し
み
ん
ふ
く
し
滋
賀
は
、
１
９
９
９
年
４
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ブ
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
保
育
事
業
、
給
食
事
業
な
ど
、
事
業
収

入
が
５
分
の
４
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

生
協
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
動
き
の
中
で
、
会
員
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
し
、
介
護
保
険
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

し
て
介
護
保
険
に
参
入
し
て
い
ま
す
。

事
業
収
入
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
活
動
の
継
続
性

と
い
う
意
味
か
ら
も
重
要
で
、
収
益
の
あ
が
る
事
業

の
企
画
力
、
言
い
換
え
れ
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
性
が
求
め

の
企
画
力
、
一
一
一
員

ら
れ
て
い
ま
す
。

殉、ノ
事
業
収
入

里型

、

（
｜
』

一一~

造

③

／
－－ベ

了

FＦ

ＬＬ劃

一一

寄
付
金

近
畿
ろ
う
き
ん
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
と
広

範
な
市
民
・
勤
労
者
と
を
つ
な
ぐ
新
し
い
参
加
の
形

と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
寄
付
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
ま
し

た
。
紹
介
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
応
援
し
た
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
選
び
、
自
分
の
口
座
を
使
っ
て
毎
月
１
０
０

円
か
ら
の
口
座
振
替
と
い
う
気
軽
に
寄
付
で
き
る
仕

組
み
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
に
対
し
て
の
優
遇
を
与
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

税
制
が
、
こ
の
旧
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

認
定
要
件
に
該
当
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
か
ら
は
批

判
が
出
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
え
る
、
発
展
さ
せ

る
と
い
う
意
味
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
支
援
税
制

の
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
税

制
問
題
は
改
め
て
特
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
）



、

げフ I｛す３２０かだ環もた

「
息
子
と
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
捕
り
に
行
っ

て
、
ボ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
た
雌
の
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
を
見
つ
け
た
ん
で
す
」
代
表
の
樋
口
さ
ん

が
家
の
そ
ば
に
あ
る
か
ぶ
と
山
に
岡
チ
ョ

ウ
・
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
生
息
す
る
の
を
知
っ

た
の
は
加
数
年
前
。
「
こ
ん
な
近
く
の
山
に

い
る
な
ん
て
驚
き
ま
し
た
」
以
来
、
チ
ョ
ウ

に
関
心
を
持
ち
生
息
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
知
り
ま
し
た
。
昭
和
師
年
、
か
ぶ
と

山
に
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
建
設
計
画
が
持
ち

上
が
り
「
チ
ョ
ウ
の
住
む
里
山
が
な
く
な
る
」

と
い
う
思
い
か
ら
『
守
る
会
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
の
は
雑
木
林
に
多
く

自
生
す
る
エ
ノ
キ
で
す
。
開
発
な
ど
で
雑
木

林
が
減
少
し
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
も
環
境
庁
が

希
少
極
に
指
定
す
る
ほ
ど
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
「
初
め
は
人
工
飼
育
で
繁
姉
を
紙
み
ま

し
た
が
、
卵
も
幼
虫
も
自
然
に
帰
し
た
ら
青

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

ぐ
／

Ｇ１

タノ、
チ
ョ
ウ
を
守
る
っ
て
こ
と
は
、
チ
ョ
ウ
が
生
き
ら
れ
る
●
近
江
町
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
守
る
会

環
境
港
守
る
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
ね

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
、
も
っ
と
み
ん
な
が
イ
キ
イ
キ
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
か
ｌ
そ
ん
な
素
敵
な
夢
を
現
実
の
も
の

に
す
る
た
め
に
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
。
環
境
。
福
祉
・
子
ど
も
。
ま
ち
づ
く
り
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・

滋
賀
県
に
新
し
い
風
を
お
く
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
市
民
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

かすチロ観の現入〈

<ｐ

⑤



、運営委員の井上さん（左）と脇坂さん（右）

おうみネットのﾉ&"z多此彦』み

、デイサービスの風景

職Ｉ認測｢し軸i､くし暇ﾊ日麺

③副理事長・事務局長を努める雲川さん

指
し
て
企
画
さ
れ
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
て
ま
り
の
よ
う
に
「
い
つ
も

動
態
で
い
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
。
「
事

業
ご
と
に
参
加
者
を
募
り
、
参
加
し
て
い
る

人
が
会
員
と
な
る
。
自
分
の
興
味
関
心
の
あ

る
こ
と
に
だ
け
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
の

が
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
理
由
だ
と
思
い

ま
す
。
」
と
運
衡
委
貝
の
井
上
さ
ん
。
当
初

か
ら
代
表
を
侭
か
ず
、
常
時
数
端
の
連
営
委

貝
で
話
し
合
っ
て
会
を
運
営
し
て
い
る
の
も

ポ
イ
ン
ト
だ
と
か
。
「
会
の
中
だ
け
で
は
完

結
で
き
な
い
。
常
に
外
と
交
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
言
葉
は
『
開
か
れ
た
集
ま
り
』
を
感

『
て
ま
り
の
会
』
で
す
。
自
主
企
画
自
主
運

営
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
始
め
て
旧
年
。
地

域
づ
く
り
や
福
祉
・
医
療
、
女
性
一
般
・
食

に
つ
い
て
等
、
年
ｎ
Ｍ
程
度
の
多
彩
な
活
動

は
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

し
、
１
つ
の
事
業
で
２
つ
以
上
の
成
果
を
Ⅱ

自
主
企
画
自
主
運
営
を
モ
ッ
ト
ー
に

常
に
外
と
交
わ
り
な
が
ら
『
開
か
れ
た
集
ま
り
』
を

●
て
ま
り
の
会

＝

零豊

、野洲町の歴史を学び、藍染の様子を見学

が動そ中学と味で

江れな活し自心<藤
近さんで柳を関抱言

#盤＃;灘
のの活一のでこ興１１．１

Ｉ
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
福
祉
施
設

を
見
学
し
、
日
本
と
の
あ
ま
り
の
違
い
に
び

っ
く
り
。
当
時
、
Ⅱ
本
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
な
く
、
「
ど
う
す
れ
ば
こ
ん
な
風
に
ふ

つ
う
に
暮
ら
せ
る
の
か
」
と
考
え
こ
ま
れ
た

そ
う
で
す
。

「
し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
Ｈ
市
」
は
、
そ
ん

な
思
い
を
実
現
し
よ
う
と
市
民
の
力
を
集
め

て
一
昨
年
の
廻
月
に
設
立
さ
れ
、
以
前
か
ら

続
け
て
い
た
駅
前
事
業
所
で
は
保
育
事
業

を
、
そ
し
て
訪
問
介
護
事
業
と
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
場
を
新
し
く
設
け
、
介
誰
保
険
に
合
わ

せ
て
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る
こ
と
が
大

切
。
駅
前
の
場
所
も
今
回
も
会
員
さ
ん
の
つ

な
が
り
で
兄
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
何
か
助

け
て
ほ
し
い
と
き
に
は
、
必
ず
誰
か
が
応
え

（ ）てまりの会 じ
さ
せ
ま
す
ｃ

「
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
お
ろ
し
て
い
く
の

も
大
切
な
こ
と
」
と
運
街
委
貝
の
脇
坂
さ
ん

は
強
調
し
ま
す
。
自
主
グ
ル
ー
プ
も
い
く
つ

か
誕
生
し
、
波
及
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

「
縦
で
も
横
で
も
な
く
、
私
た
ち
は
斜
め
に

つ
な
が
り
た
い
」
と
話
さ
れ
る
井
上
さ
ん
。

今
後
は
情
報
発
信
の
あ
り
方
を
考
え
、
手
書

き
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
会
報
紙

『
て
ま
り
だ
よ
り
』
の
発
行
を
若
干
少
な
く

し
、
直
接
対
話
を
大
切
に
し
て
い
く
と
の
こ

と
。
「
電
子
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
顔
を
あ
わ

せ
て
話
し
合
う
こ
と
を
聴
視
し
た
い
」
と
今

後
の
活
動
に
対
す
る
意
欲
が
伝
わ
り
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
江
上
淳
史
）

連鵜先：近江八福市若葉町2-1762-5

(井上方）

わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
川
碓
‐
前
に

/４８－３７－２３４６

’

一
一
ざ
↓

h，

;；＃，

に

ﾉ１

鯵r輔』

一
‐
し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
Ⅱ
市
」
の

Ｈ
分
ら
し
く
幕
ら
し
続
け

画

(中小路町にある「しみんふくしの家八日市デイ サービスセンター」にて）

れ
た
わ
が
町
、
わ
が
家
で

参
加
し
た
県
の
海
外
研
修
で
し
た
。
ス
ウ
ェ

事
務
局
長
、
雲
川
弘
子
さ
ん
が
福
祉
に
か
か

画
高
齢
に
な
っ
て
も
障

た
い
。

Ｏ
法
人

そ
の
人
ら
し
く
生
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

地
域
に
根
を
張
っ
た
活
動
が
大
切

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
日
市
」

誰
で
も
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね
」
Ｋ
Ｐ

を
持
ち
、
み
ん
な
が
、
韮

役
で
い
ら
れ
る
場
。
日

本
で
も
新
し
い
福
祉
の

時
代
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
山
純
子
）

痴
呆
の
人
を
対
象
に
し
た
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は

定
員
ｎ
名
と
小
規
模
で
家
庭
的
ｅ
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
食
卓
を
州
み
、
お
だ
や
か
な
表
怖
で

食
事
を
さ
れ
て
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
気
で

す
。
こ
の
秋
に
は
・
番
の
日
的
だ
っ
た
、
型

時
間
多
機
能
型
で
、
痴
呆
の
あ
る
高
齢
者
も

障
害
群
も
保
育
の
赤
ち
ゃ
ん
も
共
に
す
ご
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

家
庭
と
同
じ
よ
う
に
誰
も
が
自
分
の
役
わ
り

鴇
を
持
っ
て
も
、
住
み
横

ん
ど
が
八
日
圭
巾
市
民
で
す
。

連絡先：八日市市浜野町３－７

飛話・ＦＡＸ：0748-24-0124

代表：小梶雲

会員：105人
設立：1999年6月

て
く
れ
ま
す
」
と
雲
川
さ
ん
。
活
動
を
支
え

る
会
貝
数
は
１
０
０
糸
『
を
越
し
、
そ
の
ほ
と

曝



注)計画は予定ですので､開
催時間などを変更することが
あります。
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編集後記
取材時、オオムラサキは落ち葉色した

4令の幼虫。まだ２回脱皮してそれか

らサナギになり美しいチョウになりま

す。手をかけた人工飼育のチョウを山

に放しても、自然の中で生きていける

ような強い卵は生めないと樋口さん。

何となく人間と同じような・・・。

(編集Ｖ松井）

ｃｃ

因迩1号

この冊子は､大豆インキおよび再生紙を使用しています。 倉卿Rlこの情報識…倉…寓生紙を使用し…尼

淡海ネットワークセンターでは、県民の皆さま

からのご意見やご意向を反映しながら運営を進

めるため、有識者や様々な活動をされている

方々による運営会議を設けています。一般公募

の委員募集では、多数のご応募をいただきあり

がとうございました。第３期運営会議の委員は

次の皆さんです。

淡海ネットワークセンターの今年度の年間スケ

ジュールが決まりました。

3期目を迎えた「未来塾Iや「わくわく市民活

動ゼミナール」「市民活動屋台村」などの事業

を引き続き行うほか、みなさんの意見や提言を

いただいて、新しい展開も模索していきたいと

考えています。

③未来塾開講式

日時：６月9日（±)午後

場所：アヤ八レークサイドホテル

・おうみ市民活動屋台村
日時：９月29日（±）・８０日（日）

場所：県民交流センター（ビアザ淡海）

●伊東真吾さん滋駕県環境生活協同組合

●遠藤恵子さん学習グﾙｰブすぴか

●神崎浩子さん北近江浪漫交流圏委員会

●近藤隆二郎さん
滋賀県立t学環境科学部助教授

令津孝彦さん高島町役場職員

●末富孝也さん
特定非営利活動法人ＨＣＣグループ

●辻純男さん
米原町商工会･淡海フイランスロビーネツト

●筒井のり子さん龍谷大学社会学部助教授

●樋口幸永さんぴいめ~る編集スタッフ

今森川稔さんｱｰバﾝｽﾀヂｨ研究所

紹介記事を担当したのは初めてでした

が、インタビューは有意義なものでし

た。長年活動を支えてきただけあって

話しを伺った運営委員の方からは会を

愛する気持ちがあふれるようで、やさ

しい表情が忘れられません。

(編集Ｖ江上）

●

【２００１コ

おうみ未来塾開調式(Ｓ/ｇ）
６わくわく市民活動ゼミナール
（以降５回随時開他）

彰字
福祉関係の取材をする度に、私はどこ

でどんな老後をすごすのかと考えてし

まいます。ダンボール箱3個の私物し

か持ち込めない施設では私はぜつたい

嫌。自分らしくいつもありたい。ノー

マライゼーションを大切にする場がど

んどん増えてほしいと願います。

(編集Ｖ大山）

７データファイル更新作業

酢

８ＭK脇碓溺麗綴/ｓｏ.s,）
Ｉ

;炎海ネットワークサロン開催

リ（以降５回随時開催）
おうみ市民活動屋台村(ｇ／２Ｓ･ｓｏ）

２１世紀の初年度、センターが設立さ

れ5年目を迎えました。この節目に当

たり、センターの支援のあり方を検討

するため、３月にアンケート調査を行

いました。この調査をもとに今後市民

活動・ＮＰＯの支援メニューの開発や

支援体制の検討などに、取り組んでい

きたいと考えています。また、センタ

ーの運営に意見を頂いている運営会議

も任期満了の第２期委員に交替して、

本年度からは新しい第３期委員にご就

任頂きました。新委員のご活躍に期待

しています。事務局も新しい次長を迎

え、気持ちも新たに頑張りたいと考え

ていますので、引き続き皆様のご支援

をお願いします。

（事・多田）
、 ノ

１０；炎ﾗ毎ＮＰＯデータファイルの発行

イベントづくりに参加しませんか

おうみ市民活動屋台村実行委員募集 lＩ県外活動団体との交流会

』名神大津'ｃ』名神大津'ｃ

市民活動やＮＰＯの情報を広く紹介し、市民団

体の活性化を図るため「おうみ市民活動屋台柚

を９月２９．３０日にピアザ淡海で開催します。

この屋台村に一緒に参画していただける実行委

員を募集しています。

募集人員：３０名

応募資格：市民活動を実践しているか市民活動

に関心があり屋台村に参加できる方

応募期限：５月１５日（火）

応募先、問合せはセンターまで

民

'

癖
函

｢■

因迩1号

｡

これまでにお寄せいただいたご意見を

参考に、今月号から少しレイアウトを

変えてみました。皆さんからのご意見‘

ご感想をお待ちしています。

ＪＲ漫琶湖線ＪＲ漫琶湖線

’

〆一〆＝一芦

ル

おうみ市民活動交流会
おうみ未来塾研究成果発表会

＄
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ＮＰＯ、福祉と言っても大津、近江八幡での参加が目立つ。いつも湖北はおいてけ

ぼりの感覚をかくし切れない。立ちおくれなのか、市民に関心がないのか。他市か

らこの地へ移住した私にとっては、滋賀県の北と南の動きの違いに矛盾を感じる。

行政だけが力んでも進まない。また、市民が頑張っても先が見えない。では、どの

ようにしたら良いのだろうか。この北と南の差異は一体どこにあるのだろうか。

(伊吹町の琵琶湖太郎さんから）
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ご利用日時、月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/3を除く）
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②淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの情報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各県事務所､県民情報室､県内図譜館､琵琶湖1W物館､女性センター､文化産業会館､陶芸の森､草津コミュニティ支
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